文部科学大臣賞
おばあちゃんと特別なりんごケーキ
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「わぁーおいしい。上手になったね。」

私はこの一言が聞きたくて、毎回おばあちゃんの家に行く時は旬の果物を使ったケーキを作って持って行きます。その果物は、おばあちゃんとおじいちゃんが、手作り野菜と一緒に送ってきてくれている果物です。

私のおばあちゃんは、少し前に手術をして胃を全部とってしまいました。それ以来、ご飯やおやつを少しずつこまめに食べなければなりません。余り甘くないおやつを選んで買うのはとても大変だと言っていました。そこで、おばあちゃんのために作るケーキは、果物本来の甘さを利用したり、量がたくさん食べられないため、果物を煮つめるなどして、たくさん食べられるように工夫しています。

今回は、私一人で挑戦してみました。小さいころからお母さんと一緒にケーキを作っていましたが、今日は一人で作るのでドキドキしています。今回のりんごのケーキは、大きなりんごを三個使います。お母さんは簡単そうにむいていましたが、いざ自分で全部むくとなると、とても大変で思った以上に時間がかかってしまいました。そのりんごをハチミツと一緒に時間をかけてゆっくり煮つめます。甘ずっぱいおいしそうなにおいで部屋中が、満たされて、それだけで幸せな気持ちになりました。お母さんが、

「この煮たりんごはヨーグルトなどに入れて食べてもおいしいよ。」

と教えてくれました。お母さんと一緒に料理を作ると色々な知識も増え、会話もたくさんできて、自然と笑顔になります。

たくさんの量を作ったので、まぜ合わせるのにも力が必要で、手が痛くなってしまいました。途中で何度もお母さんが、

「大丈夫。代わろうか。」
と言ってくれました。しかし、私はおばあちゃんがおいしそうに食べている顔を思い浮かべながら、
「一人で最後まで作りたいから大丈夫。」
と言い、最後まで一人でがんばりました。

ふわっと、ふくれ上る生地を見て一人でがんばってよかった。と達成感でいっぱいになりました。

「次は何の果物が送られてくるのかな。」と楽しみに思いながら、今度はどんな工夫をして、果物をおばあちゃんにおいしく、たくさん食べてもらえるか考えていきたいです。
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